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ま
た
、
２
０
２
６
年
の
記
念
事
業
の
実
行
委
員
会
を
発

足
し
、
４
委
員
会
を
設
け
て
準
備
を
は
じ
め
ま
し
た
。

会
の
担
い
手
が
東
京
圏
と
上
田
地
域
と
離
れ
て
い
る
こ

と
、
会
員
の
世
代
交
代
な
ど
、
会
の
運
営
の
困
難
を
こ
の

行
事
に
取
り
組
む
過
程
で
乗
り
越
え
、
次
の
１０
年
に
向
か

っ
て
の
新
た
な
歩
み
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年

度
、
理
事
を
退
任
さ
れ
た
山
田
繁
子
さ
ん
、
竹
花
み
い
子

さ
ん
の
今
ま
で
の
ご
尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

来
館
者
数
は
、
昨
年
よ
り
増
え
て
い
ま
す
が
、
過
去
と

比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
で
す
。
地
域
に
根
づ
く
工
夫
が
さ
ら

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
１０
月
の
「
音
楽
詩
、
雷
鳥
の

歌
」
の
公
演
に
地
元
の
高
校
生
の
参
加
を
は
た
ら
き
か
け

る
試
み
は
、実
現
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、貴
重
な
も
の
で

し
た
。

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
充
実
し
て
い
る
と
好
評
で
す
。

平
和
憲
法
を
戦
後
の
生
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
ら
い
て

う
は
、
そ
の
死
の
前
年
自
宅
周
辺
を
友
人
た
ち
と
安
保
反

対
の
デ
モ
を
し
ま
し
た
。
高
原
の
自
然
の
中
、
自
然
へ
の

感
性
を
回
復
し
、
ら
い
て
う
の
家
で
ら
い
て
う
に
出
会

い
、
や
す
ら
い
、
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。�

（
三
留
弥
生
）

今
年
度
の
役
員

代
表
理
事
・
沓
掛
美
知
子
、
堀
江
ゆ
り
、
三
留
弥
生

事
務
局
長
・
金
輪
き
み
子　

事
務
局
次
長
・
北
澤
有
希
子

理
事
・
青
木
俊
子
、
植
草
充
代
、
金
子
恵
、
木
村
見
江
、

久
野
泉
、
倉
橋
純
子
、
櫻
井
幸
子
、
柴
田
真
佐
子
（
新
）、

高
橋
小
百
合
、
藤
川
延
子
、
宮
下
昌
子
、
若
尾
伸
子

監
事
・
佐
久
間
由
美
子
、
牧
祐
子
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第
２７
回
通
常
総
会
は
５
月
２４
日
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
、
予
定
の
議
事
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

今
、
日
常
に
世
界
の
戦
争
を
見
、
日
本
で
は
、
武
器
輸

出
の
解
禁
、
国
家
情
報
会
議
設
置
法
案
が
可
決
さ
れ
る
な

ど
、平
和
憲
法
を
蹂
躙
す
る
事
態
が
進
行
し
、そ
れ
に
対
し

て
国
会
前
で
、
全
国
各
地
で
声
を
上
げ
る
人
々
の
行
動
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
ら
い
て
う
の
家
も
平
和
を
語
り
発
信

す
る
場
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
思
い
を
強
く
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
に
は
、
企
画
展
示
の
テ
ー
マ
を
「
戦
後

８０
年
―
平
和
・
平
等
へ
向
か
っ
て
」
と
し
て
、
新
た
に

「
平
和
・
核
廃
絶
と
ら
い
て
う
」「
日
本
の
女
性
の
権
利

は
国
際
基
準
？
」
の
２
枚
の
パ
ネ
ル
を
制
作
し
ま
し
た
。

東
京
で
は
、
ら
い
て
う
忌
特
別
講
座
「
小
林
郁
と
ら
い

て
う
の
友
情
」、
ら
い
て
う
講
座
「
平
塚
ら
い
て
う
と
日

本
国
憲
法
」
を
開
催
。
ら
い
て
う
の
家
と
上
田
地
域
で

は
、
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
（
４
月
２６
日
）
で
バ
イ
オ
リ

ン
演
奏
と
お
茶
席
。
ら
い
て
う
講
座
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
進
め
る
家
庭
科
教
育
」、
音
楽
鑑
賞
会
、
ケ
ル
ト
演

奏
、「
地
元
＂
ら
い
て
う
〟
ゆ
か
り
の
女
性
た
ち
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
森
の
め
ぐ
み
講
座
は
、
庭
の
手
入
れ
、

ハ
ー
ブ
を
楽
し
む
、「
ら
い
て
う
の
家
開
館
に
か
か
わ
っ

て
」「
青
木
村
義
民
の
里
を
巡
る
」
が
実
施
さ
れ
る
な

ど
、
多
彩
な
行
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

通
常
総
会
を
終
え
て

通
常
総
会
を
終
え
て

ら
い
て
う
の
こ
こ
ろ
ざ
し
を
受
け
つ
ぎ

ら
い
て
う
の
こ
こ
ろ
ざ
し
を
受
け
つ
ぎ  

次
の
次
の
１０１０
年
へ
年
へ

記　念　事　業

7 / 4
（土）

らいてう講座　20年を振り返って
花岡静枝さん、杉山洋子さん、
小林典子さん（らいてうの家）

８ / ９
（日）

フェスティバル
世界平和を願って（らいてうの家）

１０/ ３
（土）

音楽詩「雷鳥の歌」
サントミューゼ
（上田市交流文化芸術センター）

１１/２８
（土）

記念講演　田中優子さん
（東京ウィメンズプラザホール）
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と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
ま
す
。

そ
の
後
の
「
共
同
生
活
」「
母
性
保
護
論
争
」「
新
婦
人

協
会
」「
国
定
教
科
書
に
よ
ら
な
い
教
育
を
と
、
子
ど
も

を
成
城
学
園
に
入
れ
る
」「
消
費
組
合
我
等
の
家
」
…
…

と
続
き
、
戦
後
も
平
和
運
動
、
女
性
運
動
に
邁
進
し
た
ら

い
て
う
の
生
き
方
は
、「
自
分
で
考
え
て
決
め
る
」「
学
び

続
け
る
」「
行
動
す
る
」
姿
勢
そ
の
も
の
で
す
。

〈
本
稿
の
筆
者
の
感
想
〉

『
煤
煙
』
の
く
だ
り
で
は
不
均
衡
な
「
男
女
差
」
を
感

じ
ま
し
た
。
私
は
、
今
で
も
「
赤
ん
坊
を
殺
害
し
た
疑
い

で
女
性
が
逮
捕
さ
れ
て
も
、
逃
げ
た
男
性
に
は
何
の
咎
め

も
な
い
」「
事
故
死
な
ど
で
賠
償
金
を
算
定
す
る
時
、
被

害
者
が
男
児
か
女
児
か
で
金
額
が
違
う
」
な
ど
の
現
状
が

あ
る
こ
と
を
連
想
し
ま
し
た
。

『
青
鞜
』
が
何
度
も
発
禁
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
「
家
父

長
制
や
国
体
を
否
定
す
る
危
険
思
想
だ
」
と
い
っ
た
理
由

で
し
た
が
、「
女
だ
け
で
つ
く
っ
て
い
る
」
こ
と
自
体
が

目
障
り
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
涯
、「『
青
鞜
』
発
刊
の
辞
」
の
精
神
が
内
面
に
生
き

て
い
た
と
納
得
で
き
る
講
座
で
し
た
。�

（
久
野
泉
）

ら
い
て
う
の
命
日
に
あ
た
る
５
月
２４
日
の
特
別
講
座

は
、
代
表
理
事
の
三
留
弥
生
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、「
平

塚
ら
い
て
う
の
リ
ア
ル
―
『
青
鞜
』
発
刊
の
辞
」
を
テ
ー

マ
に
開
か
れ
ま
し
た
。（
以
下
、三
留
さ
ん
の
お
話
か
ら
）

「
元
始
女
性
は
実
に
太
陽
で
あ
つ
た
。
眞
正
の
人
で
あ

つ
た
」
か
ら
始
ま
る
『
青
鞜
』
発
刊
の
辞
は
、
文
庫
本
に

換
算
し
て
１６
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
長
い
文
章
で
す
。
創
刊
号

発
刊
（
１
９
１
１
年
９
月
）
の
当
時
は
も
と
よ
り
、
現
在

に
生
き
る
私
た
ち
に
確
か
に
届
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

ら
い
て
う
は
「
他
の
光
に
よ
っ
て
輝
く
、
病
人
の
よ
う

な
蒼
白
い
顔
の
月
で
あ
る
」
と
い
う
女
性
の
現
状
か
ら
の

脱
却
を
宣
言
し
ま
す
。
多
く
の
女
性
た
ち
の
共
感
を
得

て
、
大
変
な
反
響
を
よ
び
、
ら
い
て
う
本
人
も
驚
い
た
よ

う
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
１
１
５
年
も
前
に
「
私
は
、

精
神
集
注
の
た
だ
な
か
に
天
才
を
求
め
よ
う
と
思
う
」

「
私
ど
も
は
、
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
た
わ
が
太
陽
を
今
や
取

り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
考
え
る
、
こ
の
感
覚
は
ど

の
よ
う
に
培
わ
れ
た
の
か
。
三
留
さ
ん
は
ら
い
て
う
の
自

伝
を
は
じ
め
、
関
連
す
る
文
章
を
読
み
込
ん
で
、
考
え
て

み
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

明
（
は
る
＝
ら
い
て
う
）
が
幼
い
頃
、
父
は
一
緒
に
で

か
け
た
り
、
遊
ん
で
く
れ
た
り
、
良
好
な
関
係
で
し
た
。

し
か
し
、
母
は
常
磐
津
の
名
取
で
あ
り
な
が
ら
、
父
が
遊

芸
の
雰
囲
気
を
好
ま
ず
、
三
味
線
を
弾
く
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
明
は
父
の
意
向
（
官
僚
の
立
場
か
ら
の
推

進
）
で
、
お
茶
の
水
高
女
（
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
附

属
高
等
女
学
校
）
に
入
り
ま
す
が
、「
良
妻
賢
母
」
教
育

に
反
発
を
覚
え
、
修
身
の
授
業
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
数
人

の
友
人
た
ち
と
〝
海
賊
組
〟
を
名
乗
る
グ
ル
ー
プ
を
結
成

し
、「
女
性
で
あ
っ
て
も
、
何
か
で
身
を
立
て
た
い
」
な

ど
と
話
し
あ
い
ま
す
。

成
瀬
仁
蔵
の
女
子
教
育
の
根
本
理
念
①
女
子
を
人
と
し

て
教
育
す
る
こ
と
、
②
女
子
を
婦
人
と
し
て
教
育
す
る
こ

と
、
③
女
子
を
国
民
と
し
て
教
育
す
る
こ
と
、
に
心
を
つ

か
ま
れ
た
明
は
、
日
本
女
子
大
学
校
へ
の
進
学
を
希
望
す

る
。
父
は
「
親
の
義
務
は
女
学
校
だ
け
で
済
ん
で
い
る
」

と
反
対
す
る
。
明
は
英
文
科
を
希
望
し
て
い
た
が
、
母
の

「
家
政
科
な
ら
」
と
の
と
り
な
し
で
入
学
し
ま
す
。
家
政

科
に
入
学
す
る
が
、
自
分
が
関
心
を
持
つ
学
習
を
続
け

る
、
友
人
の
木
村
政
子
の
案
内
で
参
禅
に
至
る
、
自
活
を

め
ざ
し
て
速
記
を
修
得
し
、
働
く
。

生
田
長
江
の
き
も
い
り
で
つ
く
ら
れ
た
「
閨
秀
文
学

会
」
に
参
加
。
回
覧
誌
に
明
も
小
説
『
愛
の
末
日
』
を
発

表
し
、
講
師
の
一
人
で
あ
る
森
田
草
平
か
ら
批
評
の
手
紙

を
も
ら
い
、
親
し
く
な
る
。
草
平
と
栃
木
県
塩
原
に
向
か

い
、
翌
日
保
護
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
心
中
未
遂
事
件
と
し

て
報
道
さ
れ
、
父
は
辞
職
勧
告
さ
れ
ま
す
。
明
は
強
烈
な

バ
ッ
シ
ン
グ
に
さ
ら
さ
れ
る
一
方
、
草
平
は
こ
の
こ
と
を

題
材
と
し
た
小
説
『
煤
煙
』
を
新
聞
に
連
載
し
、
小
説
家

らいてう忌・特別講座らいてう忌・特別講座

平塚らいてうのリアル平塚らいてうのリアル
―『青鞜』発刊の辞―『青鞜』発刊の辞

講演する三留代表理事

発刊の辞が載る『青鞜』創刊号の
表紙。永沼智恵子（後の高村智恵
子）が描いた
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お
天
気
の
い
い
日
よ
り
、
あ
ず
ま
や
高
原
に
あ
る
「
ら

い
て
う
の
家
」
の
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

た
。
４
月
２５
日
３０
名
の
参
加
者
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
か
ら
の
暖
か
い
季
節
の
陽
を
受
け
、
フ
ォ

ー
ク
ユ
ニ
ッ
ト
『
モ
ア
ラ
』
３
名
の
心
和
む
演
奏
と
共

に
、
オ
ー
プ
ン
を
祝
っ
た
。

開
館
日
を
迎
え
る
準
備
の
日
、
４
月
１３
日
、
１４
日
、
１５

日
は
、
地
域
理
事
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
か
ら
の
理
事

た
ち
が
集
ま
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
平
塚
ら
い
て
う
の
会
２５

周
年
、
ら
い
て
う
の
家
２０
周
年
を
し
っ
か
り
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
企
画
パ
ネ
ル
３
枚
を
新
し
く
展
示
し
た
。
小
ケ
ー

ス
に
は
、
冬
の
間
丁
寧
に
保
管
さ
れ
て
い
た
「
ら
い
て
う

の
遺
品
」
が
陳
列
さ
れ
た
。
三
留
代
表
理
事
は
、
開
館
日

に
は
、
当
時
の
記
録
や
ら
い
て
う
と
の
関
連
記
事
な
ど
を

来
館
の
人
た
ち
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
熱
心
に
パ
ネ

ル
前
の
小
ケ
ー
ス
の
整
理
を
し
て
い
た
。

今
年
は
「
ら
い
て
う
の
家
」
建
設
２０
周
年
記
念
の
年
、

「
ら
い
て
う
の
家
」
の
「
建
物
」
に
も
新
た
に
目
を
む
け

た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
家
の
内
部
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ

た
。照
明
器
具
が
建
設
当
初
と
違
う
こ
と
を
発
見
、ま
た
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
修
理
を
業
者
に
依
頼
な
ど
準
備
に

熱
が
入
っ
た
。
３
日
間
の
準
備
が
終
わ
り
開
館
日
当
日
を

迎
え
た
。
当
日
は
三
留
代
表
理
事
の
熱
の
入
っ
た
館
内
展

示
案
内
に
皆
が
夢
中
に
な
っ
た
。図
書
室
に
は
、奥
村
博
史

画
伯
の
、
劣
化
を
修
復
し
た
新
し
い
絵
画
が
飾
ら
れ
た
。

演
奏
と
講
話
の
間
に
、
オ
ー
プ
ン
日
恒
例
の
お
抹
茶
に

変
わ
る
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
香
り
が
「
ら
い
て
う
の
家
」
の

自
然
な
風
を
感
じ
さ
せ
た
。

７
月
４
日
（
土
）「
ら
い
て
う
記
念
講
座
：
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」、
８
月
９
日
（
日
）
ら
い
て
う
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」、
１０
月
３
日
「（
土
）
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
：

音
楽
詩『
雷
鳥
の
歌
』」の
上
演
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

東
京
で
１１
月
２８
日
（
土
）
に
は
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ

ザ
ホ
ー
ル
に
て
、「
記
念
講
演
」
を
田
中
優
子
さ
ん
に
お

願
い
し
た
。「
ら
い
て
う
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
頼
も
し

く
、
期
待
が
膨
ら
む
。�

（
高
橋
小
百
合
）

ら
い
て
う
の
家
を
訪
ね
る
長
野
の
旅

①
８
月
８
日
（
土
）�
無
言
館
、
山
本
宣
治
と
タ
カ
ク
ラ
テ
ル

の
記
念
碑

　
　
　

９
日
（
日
）
家
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

②
１０
月
３
日
（
土
）�

上
田
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
・
音
楽
詩
「
雷

鳥
の
歌
」
を
鑑
賞　

山
本
宣
治
と
タ
カ

ク
ラ
テ
ル
の
記
念
碑

　
　
　

４
日
（
日
）
家
見
学
、
無
言
館

問
い
合
わ
せ
は
富
士
国
際
旅
行
社
（
０
４
５
―
２
１
２
―

２
２
０
１
）

�

詳
し
く
は
同
封
チ
ラ
シ
を

準備を終え

家開館

『モアラ』の演奏

８
月
９
日
（
日
）
に
は
、
ら
い
て
う
の
家
で
「
世
界
平

和
を
願
っ
て
～
ら
い
て
う
の
家
か
ら
～
」
を
テ
ー
マ
に
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
長
崎
忌
で
も
あ
る
こ
の

日
は
、
世
界
平
和
を
願
う
日
で
も
あ
り
ま
す
。
上
田
駅
か

ら
家
ま
で
、
バ
ス
で
の
送
迎
を
し
ま
す
。

１０
時
：
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

�

マ
ル
シ
ェ
で
は
新
鮮
地
元
野

菜
・
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
き
・
陶

芸
家　

渡
辺
由
理
子
さ
ん
の

作
品
・
仕
込
み
味
噌
・
手
作

り
パ
ン
・
手
作
り
小
物
・
レ

イ
ラ
化
粧
品
・
ハ
ー
ブ
テ
ィ

ー
・
書
籍
販
売
な
ど
も
り
だ

く
さ
ん
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
リ
リ
ア
ン
編
み
で
作
品

を
作
り
ま
す
。
呈
茶
の
提
供

も
あ
り
ま
す
。

午
後
に
は
演
奏
会
を
開
き
ま
す
。

コ
カ
リ
ナ
の
演
奏
（
れ
ん
げ
畑
）

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
演
奏
（
高
木
夏
子
さ
ん
他
）

テ
ィ
ン
ホ
イ
ッ
ス
ル
演
奏
（
安
井
マ
リ
さ
ん
他
）
等

緑
あ
ふ
れ
る
自
然
の
中
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

８
月
の
こ
の
時
期
、
ら
い
て
う
の
家
は
標
高
１
０
０
０

㍍
、
高
原
の
風
が
吹
き
抜
け
る
一
年
で
も
も
っ
と
も
気
持

ち
の
良
い
時
期
で
す
。
皆
さ
ん
の
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。�

（
若
尾
伸
子
）

平
和
を
ね
が
っ
て

平
和
を
ね
が
っ
て

　
「
ら
い
て
う
の
家
」フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

　
「
ら
い
て
う
の
家
」フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

ワークショップで作る 9条ブローチ・スト
ラップと手作り小物
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【
事
務
局
日
誌
】

４
月
９
日　

第
５
回
代
表
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

４
月
１３
日
～
１５
日　

ら
い
て
う
の
家
オ
ー
プ
ン
準
備

４
月
２５
日　

ら
い
て
う
の
家
オ
ー
プ
ン

４
月
２８
日　

記
録
・
出
版
委
員
会

４
月
３０
日　

２
０
２
５
年
度
会
計
監
査

５
月
７
日　

�

薬
草
の
森
り
ん
ど
う
開
山
式　

木
村
、
若

尾
、
青
木
の
各
理
事
出
席

５
月
１４
日　

第
６
回
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

５
月
２４
日　

第
２７
回
通
常
総
会
・
第
１
回
理
事
会

　
　
　
　
　

�

ら
い
て
う
忌
・
特
別
講
座
「
平
塚
ら
い
て
う

の
リ
ア
ル
―
『
青
鞜
』
発
刊
の
辞
」

　
　
　
　
　

�

講
師
：
三
留
弥
生
さ
ん
（
於
東
京
ウ
ィ
メ
ン

ズ
プ
ラ
ザ
）

５
月
２９
日　

記
録
・
出
版
委
員
会

５
月
３０
日　

あ
ず
ま
や
高
原
自
治
会
定
例
総
会　

出
席

６
月
５
日　

記
録
・
出
版
委
員
会

６
月
７
日　

森
の
め
ぐ
み
講
座
①
庭
の
草
刈
り
・
手
入
れ

６
月
１１
日　

第
１
回
代
表
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

６
月
１６
日　

記
録
・
出
版
委
員
会

れ
て
い
た
も
の
で
、
当
時
の
ら
い
て
う
、
博
史
が
絵
と
共

に
写
っ
た
写
真
も
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
油
彩
画
を

博
史
も
大
い
に
気
に
入
っ
て
い
た
と
の
事
で
す
。
ら
い
て

う
の
家
で
は
、
す
で
に
「
家
族
の
肖
像
」、「
若
き
日
の
自

画
像
」
な
ど
の
博
史
の
油
彩
画
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、

ら
い
て
う
の
晩
年
に
身
近
に
あ
っ
た
絵
と
し
て
、
ぜ
ひ
ら

い
て
う
の
家
に
展
示
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

寄
贈
時
に
は
、
包
み
を
開
け
る
と
は
ら
は
ら
と
絵
の
具

が
落
ち
る
な
ど
剝
落
が
は
げ
し
く
、
確
か
な
修
復
が
急
務

と
思
い
、
東
京
芸
術
大
学
の
古
田
亮
先
生
に
ご
紹
介
い
た

だ
い
て
、「
修
復
研
究
所
２１
」
に
依
頼
し
修
復
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
絵
画
修
復
の
費
用
の
高
額
な
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
が
、
文
化
財
の
保
存
修
復
の
大
変
さ
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

奥
村
博
史
は
、
画
学
生
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
が
多
才

な
人
で
し
た
。
ら
い
て
う
と
の
共
同
生
活
を
通
し
て
役
者

と
し
て
舞
台
に
立
っ
て
演
劇
活
動
を
続
け
、
日
本
初
の
指

輪
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
指
輪
を
製
作
し
て
、
デ
パ
ー
ト
に

展
示
販
売
す
る
、
ま
た
、
詩
や
小
説
を
書
き
、
ピ
ア
ノ
を

今
年
度
、
ら
い
て
う
の
夫
・
奥
村
博
史

の
油
彩
画
「
裸
婦
像
」
が
ら
い
て
う
の
家

に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
絵
は
、
令
孫

の
奥
村
明
史
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

す
。
ら
い
て
う
の
家
の
応
接
間
に
掛
け
ら

弾
く
な
ど
し
ま
し
た
が
、
生
涯
の
最
後
に
は
、
デ
ッ
サ
ン

に
力
を
入
れ
て
デ
ッ
サ
ン
集
を
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
博
史
の
遺
志
を
汲
ん
で
ら
い
て
う
は
、
博
史

の
没
後
、『
奥
村
博
史
素
描
集
』
を
平
凡
社
か
ら
、
指
輪

の
作
品
集
『
わ
た
く
し
の
指
輪
』
を
中
央
公
論
美
術
出
版

か
ら
刊
行
し
て
い
ま
す
。

博
史
は
、
画
家
と
し
て
の
道
を
歩
も
う
と
１
９
２
１
年

（
３０
歳
）
の
と
き
に
フ
ラ
ン
ス
へ
行
こ
う
と
準
備
し
ま
す

が
、
蕁
麻
疹
が
悪
化
し
て
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
と
き
は
、
新
婦
人
協
会
の
活
動
の
中
で
、
ら
い

て
う
の
自
宅
を
事
務
所
に
す
る
な
ど
ら
い
て
う
の
家
族
へ

の
負
担
は
大
き
く
、
ら
い
て
う
自
身
も
自
家
中
毒
的
な
症

状
が
悪
化
し
て
、
転
地
療
養
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
し

た
。
博
史
が
乗
船
す
る
予
定
だ
っ
た
そ
の
船
で
渡
仏
し
た

硲は
ざ
ま

伊
之
助
は
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
に
学
び
自
分
の
画
風
を
探

求
し
ま
し
た
。
も
し
こ
の
時
、
博
史
の
健
康
が
回
復
し
て

フ
ラ
ン
ス
行
き
が
実
現
し
て
い
た
ら
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
博
史
の
「
裸
婦
像
」
は
、
ら
い
て
う
の
家
の
図
書
室

に
他
の
博
史
の
油
彩
画
と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま
す
が
、

ら
い
て
う
と
博
史
の
晩
年
に
身
近
に
あ
っ
た
絵
と
し
て
も

う
少
し
ゆ
と
り
の
あ
る
場
所
で
の
展
示
が
で
き
な
い
か
と

思
案
し
て
い
ま
す
。

らいてうの家にらいてうの家に

奥村博史の「裸婦像」を展示奥村博史の「裸婦像」を展示

今年に入って、突然訃
報が飛び込んだ。一昨年
の９月には、らいてうの
家に来館されて「また此
処でフルート演奏したい
わ」と言って帰られたの
に。大和田さんは、軽井
沢で前会長米田佐代子さ
んの「らいてうの家が建
つ」という内容の講演を
聴き、深く興味を持たれ
会に入会された。「家」
が建てられて早速来館さ
れてフルート演奏をされ
た。その時のこと、フル
ートの音色に小鳥が寄っ
て来て共に囀り出した。
フルートで問いかけると
小鳥が答えるという対話
が出来て聴衆はたいへん
感動した。ここから大和
田さんとらいてうの家が
深く繋がっていった。あ
の美しいフルートの音色
をもう聞くことが出来な
くなり大変残念です。ご
冥福をお祈りいたしま
す。� （沓掛美知子）

大和田葉子さん
� 逝く


